
平成２６年２月１８日（火） 第１１６９号 

東南アジア、南米などの政府職員 
２２名が復興道路等を学ぶため来日 

 災害に見舞われることが多いフィリピン、トルコ、チリなどの９カ国から政府職員２２
名が、ＪＩＣＡ（国際協力機構）の研修プログラムで、東日本大震災による津波の被害状
況を受けての対応や復興状況などについて学ぶため来日しました。 
 この研修プログラムの一環として、三陸国道事務所は復興道路・復興支援道路について
の講義と現場研修を平成２６年２月１８日（火）に実施しました。 

▲戸嶋副所長があいさつ ▲熱心に耳を傾ける参加者のみなさん 

▲震災直後の道路啓開や復興道路について 
英語で講義を行う調査第一課金子技官 

▲宮古盛岡横断道路起点（藤原埠頭 
出入り口付近）で現場研修 

大災害の時は、自分の
職域を越えた仕事が求
められます。本日の講
義を自国での今後の仕
事に役立ててください。 
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